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平成 26年度 長岡市地域コミュニティ事業補助金交付申請書

平成 26年度 長岡市地域コミュニティ事業補助金の交付を受けたいので、次のとおり申請します。

業事 名 地域交流ランド「アルパカランド」

事 業
~311 

要
~

【目的】

身近な地域に挨拶を交わす顔見知りがいて、防犯や安否の確認、ちょっとした手

助けができる関係は、安全で安心した生活を送るために基盤となるものです。また、

東日本大震災を通じて、非常時には日々の生活の中で育まれた「基本的なつながり」

が困難な状況を生き抜くための大きな力になることを、改めて認識することになり

ました:アルパカランドの設置を契機にて脇野町小学校区の群落強めようという取

組です。

【内容】

○アルパカランドの設置、建設

○アルバカランド建設、飼育活動を通して、脇野町小学校の児童と保育園、小学校

保護者、地域との絆を強めること。

補 助 申 請 額 下記 (F)の額を記入 3 5 0 0 0 0 円

事業を実施することによって得られる収入

のうち、補助対象経費に充てるもの

特定財源(D)

額

礎

圭岬

基

申

　
の

助

出

補

算

(C)一 ①)=補助金算出対象額 補助金額 (E)

437,500円

補助金額 (E)の千円未満切り捨てた額

※金額の上限は50万円です

350, 000円

(F)

事業期間 (予 定) 着  手 平 成 26年  4月 25日 完 了
1平

成27年  3月 3ィ
躍

添 付 書 類 10団体の概要説明書 (第 2号様式,

事業計画書 (第 3号様式 )

事業の収支予算書 (第 4号様式 一．′・一〓
．一．
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第2号様式
受付No  え

平成26年度 長岡市地域コミュニティ事業補助金申請団体の概要

1.申 請団体の概要および申請事業の計画等【公開対象】

個人情報保護の観点から、広く公開してもよいものなら“公開"に 、そうでないものは“非公開"に ○
を付けてください。
2の添付資料(名 簿類・規約類)については、交付審査の際の資料として審査関係者に提示する場
合があります。

※

　

※

ながおかしりつわきのまちしょうがっこう

長岡市立脇野町小学校 PTA

代 表 者 氏 名 (肩書 :会長 )会長 草分 智昭

設 立 年 月 日 昭和〈〔三二)4年  4月 18日 247世±1事

設  立  目  的

本会は、父母と教師が協力して、脇野町小学校の教育振興と児童の健
全な成長を図ることを目的とする。

これまでの活動実績

長年、脇野町小学校 PTAとして、青少年育成活動、越後みしま竹あり

街道、西山連峰マラソン、三島まつり、三島地域体育祭、長岡市 PTAソ
フトボール大会、インデイアカ大会等に積極的に貢献している。

(該 当する場合のみ )

__補助盪受|力璧紐度の盗躙L_
該当事項なし

・別添「第3号様式 事業計画書」のとおり

収 支 予 算 等 口別添「第4号様式 事業の収支予算書」のとおり

その他、団体をPR
するパンフレット等

・
C≡) (どちらかに○印)

2.申請団体の連絡先等【公開、非公開を選択※】

事 務 所 所 在 地 長岡市脇野町1242
(懸

蒙
) フト公開】

電 話・FAX番 号 等
犀i言舌 42-2054      FAX 42-2581

(壁ゴ) 
リト公開】

Eメールアドレス  44wakOkOme100 neiD

担 当 者 連 絡 先

氏 名 星 野 和人
(I]) 

ブト公開】

住 所 長岡市脇野町1242

電話・FAX番号等
電呈言舌 42-2054  FAX  42-2581

Eメーールアドレス

添
付
資
料

名簿またはこれに

類するもの
口別添のとおり い開・C夏亜萱:

規約またはこれに

類するもの
口別添のとおり 聞 ・

σ



第3号①様式

事 業 計 画 書

業事 名 地域交流ランド「アルパカランド」
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事 業 実 施 の 目 的

身近な地域に挨拶を交わす顔見知りがいて、防犯や安否の確認、ちょ

っとした手助けができる関係は、安全で安心した生活を送るために基盤

となるものです。また、東日本大震災を通じて、非常時には日々の生活

の中で育まれた「基本的なつながり」が困難な状況を生き抜くための大

きな力になることを、改めて認識することになりました。アルパカラン

ドの設置を契機に、脇野町小学校区の絆を更に強めようという取組で

す。

容
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○アルバカランドの建設
・児童の発意を、保護者、地域が一体となって実現するために、材料の

購入から建設に至るまでを児童・保護者 。地域が一体となってアルパ

カランドの建設を目指す。

○アルバカの飼育活動

・児童の飼育活動を保護者・地域住民からも支援 (稲藁、餌等)いいた

だくことを通して、地域の方々と児童の交流を活性化する。

○アルバカを通して地域住民との交流活動

・アルパカの住環境の整備、迎える会、アルパカ祭り、お別れ会等を地

「
所百顧に百呼びかけT多く可 が葛がかわづていただくことを通し

て、地域活性化に貢献する。

これらを通して、脇野町小学校の児童と保育園、小学校保護者、地域と

の絆を更に強めること。

業

ル

事

一

の

ユ

度

ジ

年

ケ

本

ス

○アルパカを飼いたいと1年生に決めさせる。

○アルバカの世話ができるかどうか確認する。

○アルバカのことを調べて、小屋の設計、牧場の設計をさせる。

○全校児童、地域の皆さんにもアルパカが来ることを広報する。

○保護者、地域等の協力を得て、アルパカの小屋をつくる。

09月 にアルバカを迎える準備をする。(食べ物など)

09月 から2月 、アルパカの飼育活動
(散歩、小屋掃除、食料集めなど)

02月 のアルパカとお別れ会。地域の皆さんにも広報する。

地 域 活 性 化 の 波及 性

地域コミュニティを活性化するには、2つ の方法があります。一つは、
「地縁型」であり、もう一つは 「テーマ型」です。「テーマ型」の団体

は、組織としての基盤が十分に確立していないという弱点はあります

が、一つのテーマのもと、地域の人材を生かしなが ら、地域コミュニテ

ィを活性化させる起爆剤とな りうると考えています c

アルバカを飼育 したいと子 どもの発意を学校・地域が支援する形で、

地域コミュニティを活性化 したと考えています。

※ 事業の内容は、詳細に記載してくださいc(男1紙も可 )



第3号②様式

継続申請の理由 (年次計画により段階的に実施する予定の事業のみ記入)

年 次 計 画 で

実 施 す る 理 由

地域交流ランド「アルパカランド」を3年間は継続実施したいと考
えています。地域コミュニティの活性化は、単年度でできるもので

はありません。最低3年間は実施し、広報活動や具体的な交流活

動を行うことによって醸成されるものだと考えています。

年 度 別

事 業 ス ケ

ジ ュ ー ル

1年 目

(平 成 26年
度)

※1年 目の事業計画を記載してください

○アルバカを飼いたいと1年生に決めさせる。

○アルバカの世話ができるかどうか確認する。

○アルバカのことを調べて、小屋の設計、牧場の設計をさせる。
○全校児童、地域の皆さんにもアルバカが来ることを広報する。
○保護者、地域等の協力を得て、アルバカの小屋をつくる。
09月 にアルバカを迎える準備をする。(食べ物など)

09月 から2月 、アルバカの飼育活動
(散歩、小屋掃除、食料集めなど)

02月 のアルバカとお別れ会。地域の皆さんにも広報する。

停 業費】43子F50Cl円く経費内訳― アルパカ小屋の建設、食料代→熙根活動費等 )一 ―

2年 目
(平成 27年度)

※2年 目の事業計画を記載してください

○新 1年生によるアルバカを迎える準備

○全校児童、地域の皆さんにもアルバカが来ることを広報する。

○保護者、地域等の協力を得て、アルバカの小屋の修理をする。
09月 にアルバカを迎える準備をする。地域にも歓迎レセプションの案内を出す。

09月 から2月 、アルバカの飼育活動

(散歩、小屋掃除、食料集めなど)

02月 のアルバカとお別れ会。地域の皆さんにも広報する。

【事業費】 200,000円 (経費内訳 アルパカ小屋の修繕、食料代、広報活動等 )

3年 目
(平成 28年

度)

※3年 目の事業計画を記載してください

〇新 1年生によるアルバカを迎える準備
〇全校児童、地域の皆さんにもアルバカが来ることを広報する。

○保護者、地域等の協力を得て、アルバカの小屋の修理をする。
09月 にアルバカを迎える準備をする。地域にも歓迎レセプションの案内を出す。

09月 から2月 、アルバカの飼育活動
(散歩、小屋掃除、食料集めなど)

02月 のアルバカとお別れ会。地域の皆さんにも広報する。   、

【事業費】 200,000円 (経費内訳 アルパカ小屋の修繕、食料代、広報活動等  )



第4号様式

収入の部

事 業 の 収 支 予 算 書
(単位 :円 )

項  目 予算額 内 訳

地域コミエティ事業補助金 (F) 350,000円

己

金

自

資

特

定

財

源

寄附金 87,500円 後援会より

参加費

その他収入金

小  計 (D)

そ の

他

△
ロ 計 437,500円

項  目 予算額 内 訳

補

助

対

象

経

費

_局議倒圏日導罫__ _ クR7 500円 _アノ″ 力ヾ小屋建設の原材料筆  ______
消耗品費 50,000円 交流会の宣伝のための紙代、インク代等

使用料 150,000円 アルパカレンタル料

小  計 (C) 437,500円

補

助

対

象

外

経

費 小  計 (B) 0円

合  計 (A) 437,500円

支出の部 (単位 :円 )

※ 項目欄が不足する場合は、同類の項目をまとめて記入し、細目は別紙に記載してご提出ください。


